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八塚 茂（やつづか しげる）
学部は人文系

たまたまSEになる

たまたまバイオ系システムの部門に配属される
IT&バイオバブルの栄枯盛衰を経験

運命的にDBCLS⇒NBDCの担当になる
生命科学系データベースアーカイブの立ち上げから参画

色々あってNBDCの「中の人」になる

現在の担当：生命科学系データベースアーカイブ

http://biosciencedbc.jp/ 2

自己紹介

「バイオ系研究データ流通業」



生命科学系データベースアーカイブ

http://biosciencedbc.jp/ 3
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生命科学系データベースアーカイブ
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/

http://dbarchive.biosciencedbc.jp/


データセットの内容に関する説明（メタデータ）が充実

粒度の異なるデータダウンロードが可能
データセット一括
条件で絞り込み

基本的な検索が可能
横断検索
詳細検索
配列検索
画像検索

原則としてCC BY-SAで公開

DOIを付与

http://biosciencedbc.jp/ 5

アーカイブの特長
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Scientific Dataの推奨レポジトリに

https://fairsharing.org/biodbcore-000801https://www.nature.com/sdata/



理想

「フェア」であるべきなのは
スポーツだけではない

http://biosciencedbc.jp/ 7
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The FAIR Data Principles

https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples

DTL(Dutch Techcentre for Life Sciences)
の研究者などを中心に策定

BioHackathon2015でも議論
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FAIR Guiding Principles (1) Findable

To be Findable:
見つけられるために

F1. (meta)data are assigned a globally unique and eternally persistent identifier.
（メタ）データが、グローバルに一意で永続的な識別子（ID）を有すること。

F2. data are described with rich metadata.
データがメタデータによって十分に記述されていること。

F3. (meta)data are registered or indexed in a searchable resource.
（メタ）データが検索可能なリソースの中に、登録もしくはインデックス化されていること。

F4. metadata specify the data identifier.
メタデータが、データの識別子（ID）を特定していること。

日本語訳は、NBDC大波研究員による翻訳を一部改変
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FAIR Guiding Principles (2) Accessible

To be Accessible:
アクセスできるために

A1 (meta)data are retrievable by their identifier using a standardized communications protocol.
標準化されたコミュニケーションプロトコルを使って、（メタ）データを識別子（ID）から入手できること。

A1.1 the protocol is open, free, and universally implementable.
そのプロトコルは公開されており、無料で、制約なしに実装できること。

A1.2 the protocol allows for an authentication and authorization procedure, where necessary.
そのプロトコルは必要に応じて、利用権限や承認方法を提供できること。

A2 metadata are accessible, even when the data are no longer available.
データが利用不可能となったとしても、メタデータにはアクセスできること。
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FAIR Guiding Principles (3) Interoperable

To be Interoperable:
相互運用可能となるために

I1. (meta)data use a formal, accessible, shared, and broadly applicable language for knowledge representation.
それが示す知識情報を表現するために、（メタ）データは、正式で、アクセス可能で、共有されていて、
広く利用されている言語を使用すること。

I2. (meta)data use vocabularies that follow FAIR principles.
（メタ）データがFAIR原則に従う語彙を使っていること。

I3. (meta)data include qualified references to other (meta)data.
（メタ）データは、他の（メタ）データへの適切なリファレンス情報を含んでいること。
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FAIR Guiding Principles (4) Re-usable

To be Re-usable:
再利用できるために

R1. meta(data) have a plurality of accurate and relevant attributes.
メタ（データ）が、関係する正確な属性情報を複数持つこと。

R1.1. (meta)data are released with a clear and accessible data usage license.
（メタ）データが、明確でアクセス可能なデータ利用ライセンスと共に公開されていること。

R1.2. (meta)data are associated with their provenance.
（メタ）データが、その由来の情報と繋がっていること。

R1.3. (meta)data meet domain-relevant community standards.
（メタ）データが、ドメインごとのコミュニティの標準に従っていること。



ヨーロッパ
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渡る世界はFAIRばかり

旧名称：BioSharing

Integbioデータベースカタログとデータ交換

https://www.dtls.nl/fair-data/



アメリカ

http://biosciencedbc.jp/ 14

渡る世界はFAIRばかり

2017-2020の予算総額：約１億ドル

https://commonfund.nih.gov/bd2k



現実

データは右から左へ受け流せない

http://biosciencedbc.jp/ 15



データを作成する
実験機器などから産生されたデータを、作成者が自分の観点でまとめる

データを利用する
データの作成者が利用する

データの作成者以外の人が利用する
観点は作成者と必ずしも同じではない

http://biosciencedbc.jp/ 16

データを作成する・利用する

再利用



定義
メタデータとは、データについてのデータ。あるデータそのものではなく、その
データを表す属性や関連する情報を記述したデータのこと。
（「IT用語辞典 e-Words」より）

データ（セット）の意味

データセットの設計・構成図

http://biosciencedbc.jp/ 17

メタデータ

データ作成者と利用者をつなぐ架け橋
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アーカイブ作成という名の戦場

国立国会図書館デジタルコレクション 『平治物語』
doi:10.11501/1287476 より
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アーカイブ作成：３つのプロセス

解体 「考古学」
的探究

再生



アーカイブに寄託されるデータベース
の多くは、専用のWebサイト（オリジナ
ルサイト）で公開されている（いた）
作成者の観点で組み立てられている

アプリケーションのためだけの項目（フラグ
など）が多く含まれている

データの利用者（再利用者）の多くは
「建築家」
データベースを解体して、わかりやすい「素
材」に再生する必要がある

http://biosciencedbc.jp/ 20

解体：データ流通に一役買いたい

お城のようなもの

ネジや釘のようなもの
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解体前のデータのイメージ

ID 名称

P1 タンパク質A

P2 タンパク質B

ID 実験条件 フラグ 文献ID

P001 条件1 00 123456

P002 条件2 01 234567

文献ID 文献名 フラグ

123456 文献１ 1

234567 文献２ 0

ID 実験結果 文献ID

P001 結果１ 123456

P002 結果２ 234567

ID 配列

P1 111-111.fsa

P2 human.fsa

main

ex_cond ex_res

reference

sequence

mainのIDと

同じなのだ
ろうか？

このフラグ
の意味は？

配列そのもので
はなく、ファイル名

のようだ

このフラグ
の意味は？

mainのIDと

同じなのだ
ろうか？



メタデータ（＝データの意味、データセットの設計・構成図）が失わ
れている or そもそも存在しないことが多い

作成者もいなくなっている or 忘れていることが多い

データの意味やデータ間の関係を推定

関連論文や資料などを探す

時にはWebアーカイブも参照

http://biosciencedbc.jp/ 22

「考古学」的考察：
データベースの在りし日を偲んで
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「考古学」的考察の結果

ID 名称

P1 タンパク質A

P2 タンパク質B

ID 実験条件 フラグ 文献ID

P001 条件1 00 123456

P002 条件2 01 234567

文献ID 文献名 フラグ

123456 文献１ 1

234567 文献２ 0

ID 実験結果 文献ID

P001 結果１ 123456

P002 結果２ 234567

ID 配列

P1 111-111.fsa

P2 human.fsa

main

ex_cond ex_res

reference

sequence

mainのIDが0詰
めされていた

00:赤で表示
01:緑で表示
10:青で表示
11:黒で表示

配列ファイル名
だった

0:独自のID
1:Pubmed ID

mainのIDが0詰
めされていた
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そして再生

ID 名称 配列

P1 タンパク質A MPLGLIGEKVGMTRVLLK

P2 タンパク質B MYALLVISLYLQRFYNLSIIPQL

ID 実験条件 実験結果 文献ID

P1 条件1 結果１ 123456

P2 条件2 結果２ 234567

文献ID 文献名 URL

123456 文献１ https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/123456

234567 文献２ -

main

experiment

reference

IDをmainと揃える

ファイル中の配列を
テーブルに書き出し

Pubmedに含まれ
るものにはURLを

記載

２つの”ex_...”
テーブルを統合

Sequenceテーブル
と統合

フラグを廃止

フラグを廃止
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実際の解体～再生の例

メタデータのない
１４テーブル

メタデータ付き
５テーブル



もっと大きな問題

検索で「発掘」されるものが全て？

http://biosciencedbc.jp/ 26
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秘蔵？うっかり？

https://wideopen.bio/

データバンクに登録して論文に記載した
データでも非公開のままのものがある

データバンク未登録、論文未記載のままの
非公開データはどれくらいあるのだろうか？



お願い

http://biosciencedbc.jp/ 28



作成したデータが未公開であれば
各種レポジトリへの登録をご検討ください
生命科学系データベースアーカイブでは、
完成形（いわゆる「データベース」）かどうかにかかわらず寄託を受け付けています

独自サイトで既にデータを公開済であれば
ダウンロード用データもぜひご用意ください
できればメタデータ付きで

生命科学系データベースアーカイブからも公開できます
お気軽にご相談ください

http://biosciencedbc.jp/ 29

データ作成者の方へ



NBDC
https://biosciencedbc.jp/

生命科学系データベースアーカイブ
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/

アーカイブのご相談・お問い合わせ
dbarchive@biosciencedbc.jp

展示ブース
国際展示場２号館１階 BioDBコーナー

http://biosciencedbc.jp/ 30

ありがとうございました

ぜひお越しください

https://biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
mailto:dbarchive@biosciencedbc.jp

